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建災防神奈川支部ニュース

神奈川労働局との合同パトロールを実施

高速横浜環状南線は、横浜環状道路の一部をな

す横浜横須賀道路から一般国道1号を結ぶ自動車専

用道路となっています。同高速道路は、全線の約7

割近くが地下または掘削構造となっており、トン

ネルの断面に合わせて設計されたシールドマシン

を使って地中を掘り進めるシールド工法を採用し

て、周囲への影響をより少なく、安全で信頼性の

高い工法により施工されていました。今回のパト

ロール実施地区としては、圏央道藤沢インター

チェンジ付近の立て坑から引地川方面へ数100メー

トルの完成しているトンネル内でした。

パトロールにあたって、工事概要や概況などの説

明を受けた後、施工を担当する西松・戸田・奥村

特定建設工事共同企業体の齊藤所長（現場代理

人）らとともに現場内を視察しました。

同現場は、徹底した粉じん作業対策、熱中症対

策が講じられていることが確認できました。

講評に当たって、西本労働基準部長からは、現

在の神奈川労働局管内の労働災害の状況などの概

況の説明があり、熱中症対策の取組、粉じんに対

する環境改善への取組、重機接

触災害防止対策などの取組など、

評価すべき点について述べられ、

引き続き粉じん障害防止の継続

の要請がありました。

黒田支部長からは、神奈川支部で取組んでいる

３つの運動を紹介し、作業員一人一人の健康管理

意識を高めるよう要請いたしました。

全国労働衛生週間(10月1日～7日まで)を迎えるに

当たり､ずい道建設現場における粉じん障害防止を

はじめとする各種労働災害防止対策を推進、徹底す

る趣旨で、９月9日、神奈川労働局並びに藤沢労働

基準監督署と建災防神奈川支部の合同で藤沢市大鋸

で西松・戸田・奥村特定建設工事共同企業体が施工

中の横浜湘南道路トンネル工事現場のパトロールを

実施しました。

神奈川労働局からは西本労働基準部長、柴田健康

課長、関川主任安全専門官、小野安全専門官、管轄

の藤沢労働基準監督署からは松下署長、生田安全衛

生課長、竹中労働基準監督官が、当神奈川支部から

は黒田支部長が参加し、ずい道の安全や環境対策な

どの取組みを確認しました。

黒田支部長

すぎやパワーハラスメント等の労働問題によって多くの方

の尊い命が失われ、また心身の健康が損なわれ深刻な社会

問題となっています。

等にもご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、防止対

策について考えます。

Web現場の全景と熱中症防止用飲料自販機
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神奈川労働局 労働基準部 賃金室から最低

賃金改正についてのお知らせです。

神奈川県最低賃金は、県内の事業場で働く常

用・臨時・パート・アルバイト等の雇用形態や

呼称の如何を問わず、すべての労働者とその使

用者に適用されます。

◆支援施策紹介マニュアル◆

さらに、厚生労働省は、最低賃金の引上げに

より影響を受ける中小企業に対する支援を実施

しています！

賃金引き上げの取組事例を紹介しています。

厚生労働省では、１０月を「年次有給休暇取

得促進期間」と位置付けて、年次有給休暇の取

得の促進の機運を醸成するための集中取り組み

を実施しております。

具体的な取組として、全ての労働者の年次有

給休暇の取得促進に向けて、計画的な業務運営

や休暇の分散化に資する年次有給休暇の計画的

付与制度や、労働者の様々な事情に応じた柔軟

な働き方・休み方に資する時間単位の年次有給

休暇制度の活用を含め、年次有給休暇の積極的

な取得により働き方・休み方を促すことにして

おります。

年次有給休暇取得促進特設サイトをご利用く

ださい。

全国大会期間 10月8日～9日は支部事務局は閉所

させていただきます。なお、分会事務局については

ホームページをご確認ください。

正副支部長・分会長会議 理事会（第２回）変更があります！

時：１０月２３日　１５：００ 時：１２月９日に変更　１５：００

所：４１１会議室 所：建設会館講堂

第６３回全国建設業労働災防防止大会 運営委員・分会事務局合同会議 技能講習部内監査

時：１０月８～９日　１３：１５ 時：１０月２９日　１５：００ 時：１２月１１日PM

所：朱鷺メッセ（新潟市） 所：講堂 所：神奈川支部専務理事室

正副運営委員長・部会長会議 第６１回神奈川県建設業労働災害防止大会 分会事務局長・事務担当者合同会議

時：１０月１４日　１５：００ 時：１１月５日 時：１２月１７日　１０：００

所：４１１会議室 所：はまぎんホール（ヴィアマーレ） 所：ロイヤルホールヨコハマ

所：建設会館411会議室

１０月は「年次有給休暇取得促進

期間」となります。

お詫びと訂正

最低賃金改正のお知らせ

令和8年10月1日から

時間額 1,279円

全国大会期間中の支部事務局

建災防事務局だより

支部行事予定

過労死等防止対策推進シンポジウム

8月26日、関内ホール小ホールにおいて、建設業労働災

害防止協会神奈川支部安全指導者並びに神奈川県木造家

屋建築工事等災害防止協議会安全指導員の令和8年度合同

研修が開催されました。

出席者は安全指導者104名、安全指導員40名で合計133

名(安全指導者木建指導者兼務11名)でした。この研修会

は毎年実施されているものです。

開講に当たって黒田支部長から県内で

の死亡災害は4月に発生して以来落ち着い

ている。しかしながら、今年もかなりの

暑さが予想され、その影響から死亡災害

の急増することが危惧されている。その

対策として、お集まりの皆さんには、本

研修の内容を社内や分会等での安全パト

ロールに活かして、これからも死亡災害

ゼロを継続してもらいたいと呼び掛けら

れました。

続いて、講義に移り、内容としては、

神奈川労働局の小野地方安全専門官から

「建設業における労働災害の現状と防止

対策について」と題して、県内の労働災

害の発生状況や事例、法改正のポイント、

熱中症や化学物質による労働災害防止の

ための新たな規制について説明がされま

した。

建災防本部の岡田保健師から、「建設業における健康

管理環境改善への取組について」と題して、職場におけ

るメンタルヘルスの発生状況やその対応事例、ストレス

解消法などについて、その場で軽い運動を交えながら、

講演がありました。

その後、熱中症の防止対策のための

ビデオを放映し、続いて、花王㈱コン

シューマープロダクツ事業統括部門ヘ

ルス＆ビューティケア事業部手塚氏か

ら熱中症予防に効果のある冷却用タオ

ルについて、ビデオによる紹介と講演

がありました。

続いて、㈱重松製作所営業本部横浜営

業所大石氏から「保護具の使用方法につ

いて」と題して、主として化学物質の取

扱い保護具に関する説明を受けました。

続いて、日本労働安全衛生コンサル

タント会神奈川支部支部長の赤松氏か

ら、「令和8年度エイジフレンドリー

補助金」の活用についてと題して補助

金の活用方法、申請方法などについて

説明を受けました。

最後に神奈川県木建協の米田会長から

閉講の挨拶として、今後、猛暑の続く予

報が出ていることから、十分な熱中症対

策を講じていただき、パトロールにあっ

ては、厳しい目でしっかりと指導いただ

きたいと呼びかけ、有意義な研修を終え

ました。

安全指導者、安全指導員合同研修を開催

小野安全専門官

黒田支部長

毎年11月は「過労死等防止啓発月間」です。近年、働き

すぎやパワーハラスメント等の労働問題によって多くの方

の尊い命が失われ、また心身の健康が損なわれ深刻な社会

問題となっています。

本シンポジウムでは有識者や過労死で亡くなられた遺族

等にもご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、防止対

策について考えます。

Webからのお申込みはこちら

2026年11月9日（月）
13：30～16：30（受付13：00）

横浜市技能文化会館
多目的ホール

（横浜市中区万代町2丁目4番地7）

基調講演

「カスタマーハラスメントの現状と課題

:法制化の動向と企業に求められる対応」

池内 裕美氏 関西大学社会学部教授

日時

参加無料

事前申込

会場

米田木建会長

花王㈱手塚氏

㈱重松製作所
大石氏

本部 岡田保健師

コンサルタント会
赤松支部長
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皆さんご存じのとおり、労働安全衛生法により定

められる一定の危険・有害業務に従事する場合には、

必要な安全衛生に係る講習（技能講習）を修了した

者でなければ、就業することはできないこととなり

ます。また、労働安全衛生法に基づく技能講習は、

都道府県労働局長に登録された登録教習機関で な

ければ行うことができません。

今回、神奈川労働局に登録教習機関として登録し

ていない団体名を記載した技能講習修了証の偽造の

疑いがある紛らわしい書面の存在が確認されていま

す。

ここは、「産業安全教育センタ ー」（神奈川

県）の名称で技能講習修了証を真似た書面が発行し

ており、今般、 福島労働局管内の登録教習機関に

おいても、受講申請のため、受講科目の一部免除の

ために２名分の書面が提示され、記載内容を不審に

思った職員が、神奈川労働局へ情報提供 を行い、

偽造された技能講習修了証の存在が確認されており

ます。神奈川労働局 安全課において、注意喚起と

回収へのご協力のお願いをしています。

このたび発覚した書面は、都道府県労働局に登録

教習機関としての登録がなく、労働安全衛生法上無

効であるため、本件に係る書面をお持ちの方で、当

該作業に 従事された場合は、労働安全衛生法違反

となることにご留意・ご注意ください。

フォークリフトや車両系建設機械等の就業制限業

務に就く場合には、都道府県労働局に登録している

登録教習機関で技能講習を受講する必要があります。

下記のような、技能講習修了証の偽造の疑いがある

紛らわしい書面または その写しをお持ちの労働者

や事業者、元請事業者等に置かれましては、修了証

またはその写しの記載内容をご確認いただくととも

に、本件書面のごとき紛らわしい書面を確認した場

合には、神奈川労働局にご相談いただくとともに、

回収への ご協力をお願いいたします。

【照会先】 神奈川労働局 労働基準部 安全課

主任産業安全専門官 関川 晃

労働基準監督官 阿部 弘規

電 話 045－211－7352

業 種
（請負次数）
事業場規模

年 齢

その他の建設工事業 クレーン

４月

～９人

16時頃 25～29歳 墜落、転落

その他の建設工事業 クレーン

４月

～９人

16時頃 ～19歳 墜落、転落

その他の建設工事業 クレーン

４月

～９人

16時頃 30歳～35歳 墜落、転落

　被災者は、クレーン（アンローダー）解体工事において、クレーンの設備の一部である円柱状のお
もり上（災害発生時推定４００トン）で解体用機械（ブレーカ）にて粉砕されたコンクリートガラを集め
る等の手元作業を行っていた。当該おもりが何らかの原因で落下し、その上部で作業を行っていた
他の作業者４名とともに約４０ｍの高さから墜落したもの。

　被災者は、クレーン（アンローダー）解体工事において、クレーンの設備の一部である円柱状のお
もり上（災害発生時推定４００トン）で解体用機械（ブレーカ）にて粉砕されたコンクリートガラを集め
る等の手元作業を行っていた。当該おもりが何らかの原因で落下し、その上部で作業を行っていた
他の作業者４名とともに約４０ｍの高さから墜落したもの。

　被災者は、クレーン（アンローダー）解体工事において、クレーンの設備の一部である円柱状のお
もり上（災害発生時推定４００トン）で解体用機械（ブレーカ）にて粉砕されたコンクリートガラを集め
る等の手元作業を行っていた。当該おもりが何らかの原因で落下し、その上部で作業を行っていた
他の作業者４名とともに約４０ｍの高さから墜落したもの。

番号 発生概要
事故の型

起 因 物発 生 月

発生時刻

1

2

3

　　　署

年
横浜南 鶴見 川崎南 川崎北 横須賀 横浜北 平塚 藤沢 小田原 厚木 相模原 横浜西 合計

33 16 28 35 28 50 30 32 22 46 33 41 394

(3) (3)

22 11 20 36 18 63 27 34 18 24 27 50 350

(2) (1) (1) (1) (2) (1) (2) (10)

本　年

前　年

☆死亡災害発生状況☆

☆建設業における署別労働災害発生状況☆（休業４日以上）

製 造 業 3 2 2 5 6 4 (1)

建 設 業 3 10 3 14 12 16 (1)

交 通 運 輸 業

陸 上 貨 物 運 送 事 業 1 (1) 5 (3) 3 (2) 6 (4) 6 (2) 9 (3)

港 湾 荷 役 業 1 2 1

商 業 2 2 (2) 2 (1) 2 (2) 3 (2)

清 掃 ・ と 畜 業 1 3 1 5 3 3

そ の 他 3 (1) 4 2 9 (1) 5 (1) 9 (2)

合 計 14 (2) 26 (2) 13 (3) 43 (6) 35 (5) 42 (7)

　　　　　　　　　年

　業　種

死亡災害件数死亡災害把握数

本年 前年同期 前々年同期

（令和8年） （令和７年） （令和６年）
令和７年 令和６年 令和５年

☆死亡災害の概要☆

「技能講習修了証」の偽造にご注意ください！（再掲）安全課
神奈川労働局 令和８年８月末現在

神奈川労働局 令和８年９月24日現在

（注）労働者死傷病報告による、（ ）内は死亡者数である。コロナ感染によるものを除いている。

（注）死亡災害把握数は、本年のみ欄外表示の日までに把握した死亡災害の件数で、（ ）は、事故の型が

「交通事故」であるものを内数で表示しています。

神奈川労働局 令和８年９月24日現在
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本年度の全国大会は、初日は「朱鷺メッセ」展示ホールAにて総合集会、二日目は「朱鷺メッセ」国

際会議室ほかにて専門部会を現地開催するほか、後日、オンデマンド配信を行います。オンデマンド

配信は、今では見ることができなかった同じ時間帯の研修発表をいつでも何度でも視聴できるもので

す。

初日の総合集会では、労働災害防止活動に顕著な功労・功績のあった安全功労者などの表彰、安全

の誓いの採択が実施され、特別講演を総合内科専門医、法務省矯正局医師である おおたわ 史絵氏

から『病まざる 老けざる ホンマの医学』と題して、実施してもらうこととなります。二日目の専

門部会では、会員企業などが取り組み、成果をあげた最新の安全衛生管理活動の発表などを行います。

オンデマンド配信のお申込みにも、大会参加券（10,000円）が必要となります。

お手元にない方は、本部または当支部で大会参加券をご購入のうえ、お申込みください。

オンデマンド配信の視聴のみご希望の方は、お手数ですが、参加券ご購入後、建災防本部のホーム

ページよりオンライン参加の申込み手続きをお願いします。

開 催 期 間

現 地 開 催 令和８年10月８日（木）・９日（金）

オンデマンド配信 令和８年10月13日（火）～ 11月9日（月）

安全衛生表彰者名簿（神奈川支部）

個人

種別 御氏名 事業所名 分会

白井　崇雄 株式会社   白井組 横浜南

山谷　朋彦 株式会社   ヤマヤ土建 鶴見

横山　清 株式会社   横山工務店 川崎北

金子　一茂 株式会社　金子建材土木 湘南

小磯　芳男 人の森   株式会社 厚木

齋藤　　敬 株式会社　昭和建設 相模原

小山　重樹 小山緑化　有限会社 相模原

相澤　正章 東都造園   株式会社 横浜西

永田　純 株式会社   松尾工務店 鶴見

斉藤　雅之 有限会社　サイトウエレクトリック商会 川崎南

三上　憲 株式会社   三上工務店 平塚

髙橋　浩 有限会社　椿建設 小田原

相澤　浩樹 奈良建設   株式会社 横浜北

遠藤　裕一 有限会社　遠藤土木 横須賀

功労賞

功績賞

(委員)

功績賞

（安推者）

優良賞（会社）

種別 分会

横須賀

湘南

小田原

事業所名

優良賞

（会社）

株式会社　山一施工

株式会社　関口電気工事

箱根建設　株式会社

第６３回全国建設業労働災害防止大会in新潟で表彰される皆様おめでとうございます。
教習機関としての登録がなく、労働安全衛生法上無

効であるため、本件に係る書面をお持ちの方で、当

フォークリフトや車両系建設機械等の就業制限業

務に就く場合には、都道府県労働局に登録している

登録教習機関で技能講習を受講する必要があります。

下記のような、技能講習修了証の偽造の疑いがある

や事業者、元請事業者等に置かれましては、修了証

またはその写しの記載内容をご確認いただくととも

に、本件書面のごとき紛らわしい書面を確認した場

合には、神奈川労働局にご相談いただくとともに、

優良賞（工事現場）

種別 事業所・工事現場名 分会

馬淵・不動　建設共同企業体

横浜市中学校給食センター新築計画

渡辺・根本建設　共同企業体

横浜市中央卸売市場本場青果部施設整備工事（第２工区建築工事）

風越建設　株式会社

（仮称）横浜市神奈川区台町マンション計画新築工事

佐藤工業株式会社　東京支店

ミルボン研修センター新築工事

工藤建設　株式会社

（仮称）横浜旭いこいの里新築工事（建築工事）

京王建設横浜　株式会社

（仮称）クリオ横浜戸部新築工事

株式会社　末長組

バースシティすずかけ台新築工事

株式会社　エス・ケイ・ディ

新東名高速道路 伊勢原ジャンクション西地区側道整備工事

株式会社　小 島 組

ティラド秦野製作所G工場新築工事

優良賞

（工事現場）

横浜北

横浜南

横浜南

横浜南

横浜南

横浜北

川崎北

平塚

厚木


